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成功のために,現在の院生の研究意識と状況の概観 を把握 し, ｢夏の学校｣に対する希






えましたが,院生 ･講師 ･一般合せて約 250名が参加 しました｡この人数は昨年より多
く私たち準備校の願いが達せられた訳であ ります｡今回私たちはいくっかの新たな取組
みを行なったわけですがその上で痛感 しましたのは,物性若手の ｢夏の学校｣は準備校
まかせにするのではなく事務局を初めとして物性若手全体が負 うものである(べきだ)
という事ですOこの点で一つの提案 として述べますが,本年私たちが開きました Infor
malMeetingを今後とも開くと良いと思います｡物性若手事務局 ･｢学校｣準備校が共
催するなどして学会の際に開き,全体講義のテーマの選考 ･決定とかサブゼミ世話人と
の連絡などを行なえば ｢学校｣ を成功させる上で有効と思います｡
最後になりますが,全体講義 ･サブゼミの講師の先生方にはテキス トの原稿の準備か
ら本番の講義に至るまで大変御骨折り下さりここに改めて御礼申し上げます｡又, Gu-
nton 先生には短時日の日本滞在にもかかわらず遠い所からわざわざ来演 してくださり
私たち準備校は深く感謝致 しております｡更に, Gunton先生の講演を捷起し連絡の労
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